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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 18年 5月 12日の決算発表時に公表しました平成19年３月期中間期(平成18年４月１日～平成

18 年９月 30 日)の業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 
1.平成 19 年３月期中間期業績予想の修正(平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日) 

 (連 結)                              (単位：百万円) 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) ３０,７２０ １,２５０ ７５０ 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) ２９,９００ ６５０ ３６０ 

増 減 額  (Ｂ-Ａ) △８２０ △６００ △３９０ 

増 減 率 (％) △２.７％ △４８.０％ △５２.０％ 

(参考) 前中間期実績 ２９,８５５ １,１４４ ６１７ 
 
（単 体）                              (単位：百万円) 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) ３０,６２０ １,１５０ ６６０ 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) ２９,８００ ６００ ３５０ 

増 減 額  (Ｂ-Ａ) △８２０ △５５０ △３１０ 

増 減 率 (％) △２.７％ △４７.８％ △４７.０％ 

(参考) 前中間期実績 ２９,７６６ １,０９３ ５９６ 
 
2.修正理由 

(単 体) 

当中間期に関しましては、前回発表予想に対し 2.7％の減収となる見込みです。とりわけ、長引

く出版不況により、主力の出版印刷部門売上が予想に対し４％減となるなど低調に推移しておりま

す。 

利益面におきましても、当初計画していた川越工場の新設設備をフル稼動するための作業量が十

分に確保できず、償却費、人件費等固定費の増加を吸収できませんでした。また、受注単価の下落

は当期に入っても継続し、前回発表予想利益を下回ることとなる見込みです。 

上記の結果、売上高は 298 億円(当初予想比△2.7％)、経常利益は６億円(当初予想比△47.8％)、

中間純利益は３億５千万円(当初予想比△47.0％)の見込みです。 

(連 結) 

単体の業績修正が主要因となり、売上高は 299 億円(当初予想比△2.7％)、経常利益は６億５千

万円(当初予想比△48.0％)、中間純利益は３億６千万円(当初予想比△52.0％)の見込みです。 
 
尚、通期(平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日)の業績予想に関しましては、現在、精査中

であり、11 月 7 日に予定しております中間決算発表時にお知らせいたします。 

※上記予想数字は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後様々な要因により予

想数値と異なる結果となる可能性があります。                    

以 上 


